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人工知能 AI は、幾度かの技術革新を経て、単純な数値データ処理だけでなく画像を直

接取り扱えるようになり、現在は自然言語も巻き込みながら進化を続けている。細胞診

を支援するための AI 技術に関しても多くの取り組みがあり、我々の研究グループも肺

細胞診標本や尿細胞診標本を対象としたいくつかの診断支援技術を検討してきた。本講

演では細胞診標本の画像解析に利用可能な AI 技術の原理やその応用事例、そして最近

の AI 技術の動向等について紹介する。 

 

 

 


